


















〔要約〕小児期の生活習慣と小児の健康障害および動脈硬化の危険因子との関連について

検討するため、平成3年度から東大阪市立森河内小学校でコーホート調査を開始した。同

時に健康的な生活習慣の確立に向けた個別介入や集団介入を行い、その効果をみるため、

初年度と 2年後の健診成績を比較、検討した。また、森河内小学校の肥満児出現率の推移

を東大阪市立小学校約 50 校のそれと比較することによって介入効果の評価を試みた。こ

れらの調査により、好ましくない生活習慣として食事の片寄りおよび運動不足の重要性を

再認識させられた。同時に、正しい健康観に基づく継続的な介入の有効性を示唆する結果

が得られた。


